
委員アンケート及び第１回区民会議ミーティングで出された意見の整理

大分類 小分類 出された意見の整理（委員アンケート～第1回区民会議ミーティング）

(１)地域の魅力資源の有効活用 ① 多摩区にある人的資源（著名人・大学）や自然的資源（生田緑地・多摩川）を活用した､地域の魅力向上

② 藤子・F・不二雄ミュージアムを活用した、地域の魅力向上

③ 歴史の掘り起こし・景観形成などを通じ、地域への愛着・誇りを醸成する

④ 将来的なまちづくりに紐付けて検討していくため、津久井道の役割など、登戸周辺の歴史を掘り起こす

⑤ 受信側に配慮するなど 魅力発信を強化し、地域の魅力をより多くの方に知ってもらう（生田緑地の知名
度向上策の検討など）

⑥ 生田など、緑豊かな山・森を保護する

⑦ 登戸地区区画整理について

⑧ 住民等に夢を持ってもらうための区画整理事業に関する広報する。また、事業の問題点等を洗い出す

(２)地域活性化（改善） ① 人口減少・高齢化・空き家増加を見据えた､今後の居住圏のあり方を検討する

② 空き家対策を検討する

③ 空き家化の防止、空き家の活用

④ 生田・よみうりランドでの経済発展（＝地域活性化）に向けて､整備・活性化、市の計画への位置付けなど
を進める

⑤ 登戸・新百合丘間における開かずの踏切への対策

２.エコ･ゴミ減量 (１)エコ活動 ①エコ活動がより普及し、継続的に行われていくような仕組みを検討する

(２)ゴミ減量 ②ゴミ分別収集を徹底させるとともに、ゴミ減量化の取組みについての広報を強化する

３.地域コミュニティ (１)交流のための場づくり ① 増加する空き家を地域包括ケアシステムやコミュニティ活動の拠点とする

② ひきこもり防止のための場づくり

③ 公園の禁止事項が増えるなど、周囲からのクレームにより日々の生活や諸活動が萎縮しているため、地
域の相互理解を深めるなどの対応を検討する

① 若者（大学生）による､行政・地域参加を促進する

② 行政の広報をわかりやすくする

③ 数多くある多様な市民活動団体の実態が見えず、重複して存在する等があるため、活動の実態を把握
する

④ 単身世帯（ワンルームマンション住人等）の共助意識向上や自治会加入の促進を図る

⑤ 「向こう三軒両隣」の大切さを知ってもらうなど、地域互助を促進する

４. 安全・安心 (１)歩行者等の安全確保 ① 自転車のルール＆マナーを周知徹底する

② 歩行者,自転車,自動車の交通マナーを向上させる

③ 歩きスマホ防止を防止する

④ 歩きタバコを禁止・抑止する

(２)防災防犯 ① 災害時の避難場所やその運営について、住民にもっと知ってもらえるよう、周知を強化する

② 災害時に危険性のある擁壁について、危険箇所を減らす等、防災対策を検討する

(１)地域包括ケアシステムの普及 ① 高齢社会の現実を認識するとともに、地域包括ケアシステムの具体的な運用策を検討する

② 高齢者（特に引きこもり高齢者）を地域で見守る仕組みをつくる

③ 地域の実情にあわせた､地域包括ケアシステムの実現策を検討する

④ 高齢者・子育て世帯を支援するために、地域包括ケアシステムを普及させるなど、互助のあり方を検討
する

⑤ 地域みまもり支援センターや関係機関と連携し、地域包括ケアシステムを普及させる

⑥ 多職種が連携することによって､子どもから高齢者まで広範に対応した福祉サービスの実現策を検討す
る

⑦ 更なる高齢化（≒認知症患者の増加）に向けて､地域互助のあり方を検討する

(２)高齢者等関連
① 高齢者・軽度障害者のショートステイ滞在中のプログラムに関するサービス向上策を検討する（高齢化に
伴う施設・利用者増を受けて）

② 高齢化と勾配の多さを考慮し､高齢者が安心して暮らせる方策を検討する

③ 高齢者のための病院設置・医療体制改善について検討する

④ 日々の生活に苦慮している単身高齢者,高齢者世帯との交流を深める方法を検討する

(３)子育て関連 ① 子どもが気軽に遊べ、運動ができる環境づくりを進める

② 子育て中の親が集まり、親子で楽しみ、交流する機会をつくる（音楽会・ミュージカル等）

③ 地域によって行政サービス格差があるため、子どもの医療費無料化するなど、子育て環境の改善を検討
する

④ 多摩川の河川敷を利用した、子どもへの遊び場等の開放

６．区民会議の進め方 (１)区民会議の進め方 ①区民会議の認知度を高めるため、フリーマーケットを開催する

②審議を効率的に進めるため、過去の区民会議での審議事項・審議結果を整理する

(２)行政・地域活動への市民参加の
促進

５.子ども・高齢者・障
害者等の暮らしやすさ

１.地域の魅力向上、
活性
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